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B
・
デ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
他
著

北
沢
正
雄
他
訳

『
南
部
ア
フ
リ
カ

　
　
　
　
i
解
放
へ
の
新
た
な
戦
略
1
』

一

　
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題
は
、
現
代
ア
フ
リ
カ
問
題
の
焦
点
で
あ
る
．
南
部
ア
フ

リ
カ
は
、
通
常
ア
ソ
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ザ
ン
ビ
ア
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ボ
ツ

ワ
ナ
、
レ
ソ
ト
、
ス
ワ
ジ
ラ
ソ
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
（
以
下
南
ア
と
略
称
）
、

ロ
ー
デ
シ
ア
（
ジ
ン
バ
ブ
ェ
）
、
ナ
ミ
ビ
ア
を
包
摂
す
る
地
理
的
概
念
で
あ
る

が
、
南
部
ア
フ
リ
カ
間
題
と
い
え
ば
、
現
在
そ
れ
は
南
ア
、
ロ
ー
デ
シ
ア
、
ナ

ミ
ビ
ア
に
お
け
る
少
数
白
人
支
配
か
ら
多
数
（
黒
人
）
支
配
へ
の
移
行
の
問
題

を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。
も
つ
と
も
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
期
に
つ

い
て
い
え
ば
、
前
述
の
三
地
域
に
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
を
加
え
た
五
地
域
の
問
題
を
、
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題
と
し
て
と
ら
え
る

方
が
正
確
で
あ
つ
た
．
し
か
し
、
一
九
七
四
年
四
月
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
国
に
お

　
　
　
紹
介
と
批
評

け
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
直
接
の
契
機
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
体
制
が
崩
壊

し
、
一
九
七
五
年
六
月
に
ま
ず
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
が
、
つ
い
で
同
年
十
一
月
に
ア

ン
ゴ
ラ
が
独
立
を
達
成
し
て
か
ら
は
、
「
少
数
白
人
支
配
か
ら
多
数
（
黒
人
）
支

配
へ
の
移
行
の
問
題
」
と
し
て
の
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題
は
、
南
ア
、
ロ
ー
デ
シ

ア
、
ナ
ミ
ビ
ア
地
域
の
そ
れ
に
凝
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
．
し
か
し
、
こ
こ

に
紹
介
す
る
『
南
部
ア
フ
リ
カ
ー
解
放
へ
の
新
た
な
戦
略
』
は
、
原
著

（
ω
．
U
即
≦
駐
o
P
『
●
曽
o
＜
P
＞
●
甲
毛
臨
竃
扉
o
づ
”
の
。
ミ
｝
ミ
蕎
餌
腎
、
養
、
『
ぎ

蓼
ミ
蕊
号
寒
8
噛
ミ
賊
§
鴇
霞
亀
一
①
器
㌶
℃
雲
讐
ぎ
】
W
。
。
誘
）
の
刊
行
が
ポ
ル
ト

ガ
ル
植
民
地
の
独
立
か
ら
僅
か
一
年
後
の
一
九
七
六
年
で
あ
つ
た
た
め
で
も
あ

ろ
う
が
、
南
ア
、
ロ
ー
デ
シ
ア
と
並
べ
て
、
旧
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
に
お
け
る

解
放
闘
争
の
問
題
も
分
析
の
対
象
の
な
か
に
含
め
て
い
る
．
も
ち
ろ
ん
、
い
わ

ゆ
る
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題
が
、
基
本
的
に
は
脱
人
種
主
義
革
命
と
脱
植
民
地
革

命
と
い
う
二
つ
の
歴
史
的
課
題
を
い
か
に
果
す
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
以
上
、

旧
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
に
お
け
る
解
放
闘
争
を
、
現
在
の
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題

の
有
機
的
な
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
論
ず
る
こ
と
は
、
有
意
義
で
あ

る
。
事
実
、
評
者
自
身
も
機
会
を
え
て
た
び
た
び
論
じ
た
よ
う
に
（
た
と
え
は
、

最
新
の
も
の
で
は
、
拙
稿
コ
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
南
部
ア
フ
リ
カ
の
政
治
変
動
と
国

際
関
係
－
南
ア
フ
リ
カ
、
・
ー
デ
シ
ア
、
ナ
、
・
・
ビ
ア
を
中
心
と
し
て
ー
」
、
『
ア
ジ
ア

経
済
』
、
一
九
七
九
年
十
二
月
号
）
、
前
述
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
国
の
ク
ー
デ
タ
ー
と

そ
れ
に
つ
づ
く
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ア
ン
ゴ
ラ
等
の
独
立
は
、
一
九
七
〇
年
代
後

半
に
お
け
る
南
ア
、
ナ
ミ
ビ
ア
の
少
数
白
人
支
配
体
制
の
動
揺
と
人
種
差
別
政

策
の
転
換
、
お
よ
び
・
ー
デ
シ
ア
少
数
白
人
支
配
体
制
の
崩
壊
の
、
契
機
と
な

つ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
そ
の
意
味
で
も
、
本
書
の
よ
う
な
構
成
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
五
　
　
（
二
二
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

こ
と
は
、
よ
り
広
い
視
野
に
立
つ
て
南
部
ア
フ
リ
カ
問
題
を
把
握
す
る
と
い

う
、
望
ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
書
の
三
人
の
共
著
者

の
う
ち
、
第
一
部
を
執
筆
し
た
バ
ズ
ル
・
デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
ア
フ

リ
カ
研
究
者
と
し
て
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
．
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
、
「
ロ
ン
ド

ソ
・
タ
イ
ム
ズ
」
、
「
ニ
ュ
ー
・
ス
テ
ー
ッ
マ
ン
」
等
の
記
者
を
へ
て
、
彼
は
一

九
五
〇
年
代
初
期
か
ら
本
格
的
に
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
研
究
に
着
手
し
た
．
数
多

く
の
著
書
の
う
ち
、
『
ア
フ
リ
カ
の
目
覚
め
』
（
西
野
照
太
郎
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五

九
年
）
、
『
古
代
ア
フ
リ
カ
の
発
見
』
（
内
山
敏
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
、

『
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ザ
ー
』
（
内
山
敏
訳
、
理
論
社
、
一
九
六
一
二
年
）
、
『
ア
フ
リ
カ
史
案

内
』
（
内
山
敏
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
、
『
ア
フ
リ
カ
の
過
去
』
（
貫
名
美
隆
訳
、

理
論
社
、
一
九
六
七
年
）
、
『
ア
フ
リ
カ
革
命
”
ギ
ニ
ア
の
解
放
』
（
野
問
寛
二
郎
訳
、

理
論
社
、
一
九
七
一
年
）
、
『
ア
フ
リ
カ
文
明
史
』
（
宮
本
正
興
、
理
論
社
、
一
九
七
五

年
）
の
七
点
が
す
で
に
邦
訳
・
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
業
績
に

対
す
る
信
頼
度
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
二
部
の
執
筆
者
ジ
ョ
ー
・

ス
・
ー
ヴ
ォ
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
反
体
制
的
白
人
弁
護
士
で
、
A
N
C
（
ア

フ
リ
ヵ
民
族
会
議
）
と
行
動
を
と
も
に
し
て
二
度
も
逮
捕
さ
れ
、
現
在
は
国
外
で

活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
解
放
運
動
の
闘
士
で
あ
る
．
ま
た
第
三
部
の
執
筆
者
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
R
・
ウ
ィ
ル
キ
ソ
ソ
ン
は
、
ロ
ー
デ
シ
ア
生
れ
の
若
手
研
究
者

で
．
p
ー
デ
シ
ア
に
お
け
る
ゲ
リ
ラ
闘
争
の
分
析
に
実
績
を
も
つ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

二

本
書
の
第
一
部
「
武
力
闘
争
の
政
治
ー
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
フ
リ
カ
植
民
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ニ
ム
ハ
　
　
（
コ
ニ
六
）

に
お
け
る
民
族
解
放
」
（
デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
）
は
、
ギ
ニ
ア
・
ビ
サ
ウ
、
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
解
放
闘
争
と
そ
の
勝
利
の
歴
史
的
意
義
を
論
じ
た
も
の
で

あ
る
．
著
者
に
よ
れ
ぽ
、
南
ア
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
場
合
と
同
様
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
に
お
い
て
も
．
平
和
的
な
変
革
が
不
可
能
で
あ
つ
た
た
め

に
、
「
人
種
差
別
主
義
支
配
者
の
暴
力
に
対
抗
す
る
暴
力
」
を
「
建
設
的
に
行

使
す
る
」
か
た
ち
で
、
必
要
な
変
革
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
．
し
か

し
、
こ
う
し
た
「
対
抗
暴
力
の
建
設
的
な
行
使
」
こ
そ
が
、
ギ
ニ
ア
・
ビ
サ

ウ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
独
立
革
命
を
、
ア
フ
リ
カ
解
放
運
動
史
に

新
ら
た
な
段
階
を
画
す
る
歴
史
的
事
象
た
ら
し
め
た
の
だ
、
と
著
者
は
見
る
の

で
あ
る
．
す
な
わ
ち
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
諸
領
の
解
放
運
動

は
「
改
良
主
義
的
民
族
主
義
か
ら
革
命
的
民
族
主
義
へ
と
発
展
し
た
本
物
の
運

動
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
領
の
解
放
は
「
前
方
に
鋭
い
光
、
つ
ま
り
ア
フ
リ
カ

の
約
四
〇
の
国
々
が
改
良
主
義
的
民
族
主
義
、
分
離
主
義
的
民
族
主
義
、
従
属

的
民
族
主
義
と
い
う
無
能
な
枠
組
か
ら
最
終
的
に
脱
出
し
、
そ
の
資
源
と
能
力

を
結
合
し
始
め
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
光
を
投
げ
か
け
る
の
に
役
立
つ
た
」

の
で
あ
っ
た
。

　
無
論
ポ
ル
ト
ガ
ル
諸
領
に
お
け
る
こ
う
し
た
革
命
的
民
族
主
義
は
、
突
如
と

し
て
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
い
．
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
、
同
化

主
義
受
容
的
な
、
初
期
的
民
族
主
義
に
胚
胎
し
、
一
九
四
五
年
以
後
の
「
支
配

者
の
思
想
の
概
念
的
な
境
界
を
乗
り
超
え
て
進
み
始
め
た
」
新
ら
し
い
政
治
思

想
家
グ
ル
ー
プ
（
「
民
族
な
尋
戻
族
主
義
者
」
）
の
指
導
す
る
民
族
主
義
の
段
階
、

一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
、
植
民
地
当
局
に
よ
る
暴
力
的
弾
圧
の
な
か
で
武

装
反
乱
（
対
抗
暴
力
）
に
突
入
し
て
い
つ
た
段
階
を
へ
て
、
最
終
的
に
立
ち
現



わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
こ
う
し

た
革
命
的
民
族
主
義
の
形
成
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
流
れ
が
あ
ず
か
つ
て
力
あ

つ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
こ
れ
ら
民
族
主
義
の
指
導
者
が
「
新
ら

し
い
種
類
の
新
ら
し
い
エ
リ
ー
ト
」
と
し
て
の
自
分
た
ち
と
、
「
行
動
を
起
こ

し
、
そ
れ
を
維
持
し
、
た
え
ず
意
識
と
闘
争
の
一
致
を
拡
大
す
る
に
十
分
な
大

衆
」
と
の
あ
い
だ
の
隔
り
を
埋
め
る
よ
う
努
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
．

ま
た
第
二
の
流
れ
は
、
「
運
動
を
単
な
る
改
良
主
義
者
の
民
族
主
義
と
い
う
発

想
か
ら
、
社
会
の
本
質
に
そ
れ
と
な
く
変
化
を
も
た
ら
し
、
徐
々
に
そ
れ
を
規

定
し
て
い
く
よ
う
な
思
想
と
目
的
へ
と
変
え
る
流
れ
」
で
あ
つ
た
．
そ
れ
は
、

「
植
民
地
の
独
裁
政
治
と
抑
圧
で
あ
れ
、
一
夫
多
妻
や
長
老
に
よ
る
支
配
の
よ

う
な
〈
伝
統
的
な
〉
制
度
で
あ
れ
、
〈
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
も
の
〉
を
疑

い
な
く
改
革
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
「
新
ら
し
い
社
会
を
過
去

の
束
縛
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
の
で
き
る
新
ら
し
い
心
構
え
と
組
織
を
作
る
こ

と
」
を
も
意
味
し
た
．
こ
う
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
フ
リ
カ
の
解
放
運
動
は
革

命
的
性
格
を
も
つ
に
い
た
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
外
部
か
ら
革
命
的
教
義
が
導
入

さ
れ
た
が
ゆ
え
に
革
命
的
に
な
つ
た
わ
け
で
は
な
い
と
著
者
は
い
う
の
で
あ

る
．
し
か
も
こ
う
し
た
革
命
的
民
族
主
義
に
と
つ
て
の
成
否
の
鍵
は
、
大
衆
の

支
持
だ
け
で
な
く
、
大
衆
の
参
加
を
か
ち
と
れ
る
か
否
か
で
あ
る
．
著
者
に
よ

れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
フ
リ
カ
で
、
大
衆
の
支
持
の
み
な
ら
ず
参
加
を
も
か

ち
と
つ
た
真
の
革
命
的
民
族
主
義
組
織
は
、
ギ
ニ
ア
・
ビ
サ
ウ
と
カ
ボ
ベ
ル
デ

に
ま
た
が
る
P
A
I
G
C
（
ギ
ニ
ア
・
カ
ボ
ベ
ル
デ
独
立
ア
フ
リ
カ
人
党
）
、
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
の
F
R
E
L
I
M
O
（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
解
放
戦
線
）
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
M
P
L

A
（
ア
ン
ゴ
ラ
解
放
人
民
運
動
）
の
三
つ
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
紹
介
と
批
評

　
こ
う
し
た
著
者
の
認
識
に
立
て
ば
、
P
A
I
G
C
が
ギ
ニ
ア
・
ビ
サ
ウ
と
カ

ボ
ベ
ル
デ
の
、
F
R
E
L
I
M
O
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
独
立
を
最
終
的
に
か
ち

と
つ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
M
P
L
A
が
ア
ン
ゴ
ラ
内
戦
で
勝
利
し
た
の
も
妥
当

な
結
果
で
あ
る
．
た
だ
著
者
自
身
も
そ
の
終
章
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
独

立
後
の
「
新
ら
た
な
状
況
」
の
な
か
で
、
「
武
力
闘
争
の
政
治
は
そ
の
〈
簡
明

さ
〉
を
失
い
、
イ
デ
オ
・
ギ
i
上
の
内
部
抗
争
と
い
う
新
ら
し
い
局
面
が
始
ま

つ
た
」
．
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
革
命
が
当
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
．
し
か
し
、
も
と
も
と
革
命
と
は
、
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
局
面
を
過
ぎ
て
以
後
の
段
階
に
い
た
つ
て
、
真
の
ヤ
マ
場
を
迎

え
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
ギ
ニ
ア
・
ビ
サ
ウ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ア
ソ
ゴ
ラ

の
革
命
は
、
国
家
建
設
期
に
い
た
つ
て
も
な
お
、
独
立
期
の
よ
う
な
大
衆
の
支

持
と
参
加
を
、
そ
の
意
味
で
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
、
持
続
で
き
る
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
持
続
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
地
域
の
革
命
的
民
族
主
義
は
輝
き

を
失
い
、
ア
フ
リ
カ
革
命
の
新
段
階
な
る
も
の
は
、
視
野
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
し

ま
う
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
部
「
南
ア
フ
リ
カ
ー
中
間
の
道
は
な
い
」
ヘ
ス
・
ー
ヴ
ォ
）
は
、
一
九

七
四
年
四
月
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
国
に
お
け
る
ク
ー
デ
タ
ー
と
そ
れ
に
続
く
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
独
立
（
一
九
七
五
年
）
以
後
南
ア
に
起
つ
た
変
化
を
、

批
判
的
に
受
け
と
め
、
南
ア
の
真
の
解
放
の
た
め
の
、
向
う
べ
き
方
向
性
を
改

め
て
確
認
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
・
ク
ー
デ
タ
ー
以
後
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ア
ン
ゴ
ラ
と
い
っ
た
「
白

い
南
部
ア
フ
リ
カ
」
の
外
壁
が
崩
壊
し
て
い
く
な
か
で
、
南
ア
の
少
数
白
人
政

権
は
、
悪
名
高
い
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
を
部
分
的
に
緩
和
す
る
一
方
、
バ
ン
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二
二
七
）
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ツ
ー
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
に
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
新
ら
た
な
「
白
人
社

会
の
保
存
」
の
道
を
模
索
し
始
め
た
．
著
者
は
そ
う
し
た
少
数
白
人
政
権
の
偽

購
性
を
告
発
し
、
真
の
南
ア
の
解
放
は
、
被
搾
取
者
に
よ
る
暴
力
的
革
命
以
外

の
方
法
で
は
達
成
さ
れ
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
．
た
だ
そ
の
場
合
、
革
命
は

人
種
的
革
命
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
社
会
主
義
革
命
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て

遂
行
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
階
級
闘
争
の
延
長
線
上
に
南
ア
の

解
放
は
達
成
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
．
こ
う
し
た
性
格
の
革
命
を
推
進
す

る
う
え
で
著
者
は
A
N
C
と
南
ア
共
産
党
の
役
割
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
著
者
が
前
述
の
よ
う
に
A
N
C
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
き
た
こ
と
か
ら

し
て
、
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
著
者
が
、
南
ア
に
お
け
る
暴
力
革
命
あ
る
い
は
武

装
闘
争
の
実
践
可
能
性
に
つ
い
て
、
か
な
り
楽
観
的
な
見
方
を
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
現
在
な
お
少
数
白
人
権
力
は
強
大
で
は
あ
る
が
、
武
装

闘
争
が
長
期
に
わ
た
れ
ぽ
、
そ
の
労
働
力
に
よ
つ
て
南
ア
の
経
済
を
支
え
て
い

る
黒
人
大
衆
は
白
人
に
対
し
て
い
つ
ま
で
も
従
順
で
協
力
的
な
ま
ま
で
は
い
な

い
で
あ
ろ
う
し
、
南
ア
は
広
大
で
あ
る
か
ら
、
支
配
権
力
が
全
体
を
強
力
に
か

つ
注
意
深
く
監
視
す
る
こ
と
は
著
る
し
く
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
そ
の

理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
．
無
論
著
者
は
、
単
に
武
装
闘
争
の
み
を
も
つ
て
南
ア

の
解
放
が
達
成
さ
れ
う
る
と
い
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
．
武
装
闘
争
は
、
都
市

と
農
村
地
域
で
の
大
衆
の
政
治
動
員
と
結
合
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

も
、
確
実
に
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
武
装
闘
争
は
い
つ
た
い
、

い
つ
開
始
さ
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
議
論
は

明
確
な
予
測
を
欠
い
て
い
る
。
著
者
は
単
に
、
革
命
が
間
近
に
迫
つ
て
い
る
の
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で
は
な
く
、
「
む
し
ろ
（
革
命
の
）
開
始
の
た
め
の
条
件
が
、
今
世
紀
の
い
か
な

る
時
よ
り
も
、
今
日
ま
す
ま
す
有
利
に
な
つ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
み

で
あ
る
．
も
つ
と
も
、
か
り
に
武
装
闘
争
が
開
始
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
時

期
を
予
測
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
何
人
に
と
つ
て
も
無
謀
な
試
み
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
．
た
だ
、
著
者
が
本
書
で
展
開
し
た
議
論
の
勢
い
か
ら
す
る
と
、

そ
う
し
た
予
測
を
欠
く
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
竜
頭
蛇
尾
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

　
第
三
部
「
・
ー
デ
シ
ア
か
ら
ジ
ン
バ
ブ
エ
ヘ
」
（
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
）
は
、
「
ロ

ー
デ
シ
ア
の
政
治
暴
力
の
発
展
を
、
現
代
的
黒
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
出
現
か

ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
た
ど
り
、
次
い
で
南
部
ア
フ
リ
カ
全
体
の
幅
広
い
文
脈

の
な
か
で
、
ロ
ー
デ
シ
ア
の
状
況
を
点
検
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
．
こ
の
場
合
、
著
者
の
議
論
の
中
心
軸
は
「
ゲ
リ
ラ
対
反
ゲ
リ
ラ
」
に
置

か
れ
る
。
著
者
は
、
一
九
五
七
～
六
五
年
の
・
ー
デ
シ
ア
を
「
立
憲
段
階
」

1
合
法
的
な
闘
争
を
通
じ
て
人
種
差
別
の
撤
廃
と
多
数
支
配
へ
の
移
行
を
実

現
し
よ
う
と
し
た
段
階
1
、
一
九
六
六
～
六
八
年
を
、
（
黒
人
）
民
族
主
義
者

た
ち
が
十
分
な
準
備
な
し
に
「
公
然
た
る
抵
抗
」
と
い
う
中
間
段
階
に
進
も
う

と
し
て
「
陣
地
戦
」
に
突
入
し
、
政
府
軍
に
圧
倒
さ
れ
た
段
階
、
と
規
定
し
、

こ
の
時
期
に
お
け
る
挫
折
か
ら
、
民
族
主
義
組
織
は
、
一
九
六
九
年
以
降
は
大

衆
の
政
治
化
と
動
員
に
力
点
を
お
き
、
軍
事
面
で
は
（
と
り
わ
け
一
九
七
二
年
以
降
）

「
小
規
模
で
国
内
に
基
地
を
置
く
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
古
典
的
な
ゲ
リ
ラ
戦
法
、

〈
奇
襲
V
を
採
用
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
し
た
時
期
区
分
は
事
実
に
照

し
て
首
肯
さ
れ
う
る
が
、
別
段
目
新
ら
し
い
主
張
と
も
思
え
な
い
。
ま
た
一
九

七
二
年
以
降
に
活
発
化
し
た
ゲ
リ
ラ
活
動
に
対
し
て
政
府
が
と
つ
た
、
経
済

的
、
行
政
的
、
軍
事
的
対
抗
措
置
に
つ
い
て
の
著
者
の
説
も
詳
細
で
は
あ
る
が
、



た
だ
そ
れ
だ
け
の
も
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
ロ
ー
デ
シ
ア
は
「
独
立
し
た
移
民

権
力
」
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
が
、
英
国
の
分
身
社
会
（
ヰ
轟
ヨ
窪
訂
＆
Φ
蔓
）
と

し
て
成
功
す
る
可
能
性
に
乏
し
く
、
む
し
ろ
本
国
の
延
長
で
あ
る
が
、
そ
の
本

国
と
は
事
実
上
英
国
と
い
う
よ
り
南
ア
で
あ
る
、
と
い
う
著
者
の
指
摘
は
、
な

か
な
か
に
興
味
深
い
。
著
者
の
議
論
は
、
一
九
七
五
年
初
期
ま
で
で
尽
き
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
・
ー
デ
シ
ア
情
勢
の
発
展
は
、
著
者
の
展
望
と
、
基
本
的
に

は
喰
い
違
う
点
を
も
た
な
い
、
と
い
え
よ
う
。

三

　
以
上
、
簡
単
に
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
南
部

ア
フ
リ
カ
問
題
は
、
現
代
ア
フ
リ
カ
問
題
の
焦
点
で
あ
る
．
そ
れ
は
ま
た
ア
フ

リ
カ
に
お
け
る
独
立
革
命
・
脱
人
種
主
義
革
命
の
最
終
段
階
と
い
う
性
格
を
も

つ
た
、
重
要
な
問
題
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
の
発
展
が
と
り

わ
け
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
き
わ
め
て
急
テ
ン
ポ
で
あ
る
た
め
か
、
事
実
関

係
の
捕
捉
、
将
来
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
説
得
力
に
富
む
議
論
が
容
易
に
提

示
さ
れ
な
い
と
い
つ
た
状
況
が
あ
る
．
そ
う
し
た
状
況
と
の
関
係
で
い
え
ば
、

本
書
を
構
成
す
る
三
篇
の
論
説
は
、
時
に
独
断
と
も
思
え
る
主
張
を
含
み
な
が

ら
も
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
的
現
段
階
に
つ
い
て
の
、
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を

提
供
し
て
い
る
点
で
、
ま
こ
と
に
啓
発
的
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
九
七
九
年
、
岩
波
書
店
、
一
七
〇
〇
円
）
　
　
　
　
小
田
英
郎
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介
と
批
評

二
二
九
　
　
（
一
三
九
）


